
 

２学期、元気にスタート！ 

9月2日、全校児童290名で元気に2学期をスタートしました。2学期は運動会、学習発表

会、市の親善陸上大会や音楽発表会など、多くの行事がありますし、日々の授業もさらに充実し

ていきますので、子どもたちにとって頑張りがいのある学期になると思います。この夏パリオリ

ンピックで、当校卒業生の小海遥選手が、１万ｍの長い距離を力強く走り抜き、感動を与えてく

れました。オリンピックやパラリンピックでは、参加した選手が自分の目標をもって、自分の限

界まで挑戦し、目標以上の頑張りを見せました。2 学期は、子どもたちにも、自分で限界を決め

ず目標をもって頑り抜き、成長した自分を発見してほしいです。 

2学期始業式では子どもたちに、以下のとおり頑張ってほしいことを話しました。 
「一つ目は、「なかまの時間」で学習したことを活かし、差別やいじめをなくすことです。 

皆さんが生きていく上で、ぜったいに差別やいじめはあってはなりません。差別やいじめにあっ

ている人は、何も悪いことをしていないのに、周りの人たちの言葉や態度で傷つき、人として自

分らしく生きられなくなってしまうからです。みんなそれぞれ、自分らしく生活したり、学習し

たり、がんばったりしていますので、自分と違うからとか、みんなと違うからといって、差別し

たり、いじめたりしてはいけません。少人数でも、たとえ一人でも、その人の考えや行動を認め

てほしいのです。」 

「二つ目は、『明るいあいさつ』と『仲間をさん付けで呼ぶこと』です。明るい挨拶をされるとだ

れでもうれしくなります。また、「さん付け」で名前を呼ばれると、自分のことを大切にされて

いる感じがします。言われた人との友達関係がよくなります。自分もその人から大切にしても

らえるようになると思います。」 

「三つ目は、授業や活動で、進んで『自分の考え』を仲間に伝え、『仲間の考え』をよく聞くこと

です。仲間と対話することも頑張ってみてください。自分のことも仲間のことも大切にできま

す。自分の考えを認めてもらい、さらに学習しようとやる気になりますし、勉強もより一層分

かるようになります。」 

「四つ目は、自分の体を大切にしてほしいことです。そのために、生活のリズムを整えたり、タブ

レットやインターネットなどのＩＣＴのルールを守ったり、めあてに向かって運動したり、一

日３食好き嫌いなくしっかり食べたりしていきましょう。」 

以上の４点です。全て自分や友達を大切にする、尊重することです。２学期も日々一人一 

人が『自分もみんなも明るくうれしくよかったね』と感じる学校づくりを行っていきます。 

 また、4月に実施した6年生の全国学力・学習状況調査の結果を受けて、当校では学習の中で、

全校で特に次の点を指導改善していきます。ご理解、ご協力をお願いします。 

○目指す姿 

「自分の考えを仲間に伝え、仲間の考えをよく聞きなから、進んで学びに向かう子」 

○学校として取り組むこと 

・音読と読書、対話の時間を確保し、読解力と自他の考えを尊重する意欲と態度を高める。 

・総合的な学習の時間、生活科及び各教科の学習と、国語の学習を関連させて、国語の学力を

高め、学んだことを日常生活の中で活用しようとする意欲や態度を高める。 

・特に算数において、一単元の中で個別最適な学びも含め、子どもたち一人一人が意欲的に学

びに向かい、個に応じて基礎基本を確実に習得できるように指導の方法を工夫する。 
 

新井中央小だより  
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